
令和 年 月 日

請     負

工 事

施工方法

施工月日

工事期間

三原市須波西二丁目

工 事

仕　様　書

番 号

石積充填工　V=0.6m3
断面修復工　V=0.395m3
ひび割れ補修工　L=2.0m

三 原 市

表面被覆工　A=34.0m2

設計年度

起　　　　　　工　　　　　　理　　　　　　由概 要

令和２年度
橋梁補修工事（市道須波西町１７号線１号橋梁外1橋）

施工内容　

舗装工　　　 A=10.0m2
橋梁補修　N=2橋

床版架替工　N=5.0枚



第1章 総則

第1節 適用

1 本特記仕様書は，三原市須波西二丁目　橋梁補修工事(市道須波西町17号線１号橋梁外１橋)に適用する。

2 本特記仕様書に記載のない事項については，次によるものとする。

・土木工事共通仕様書（令和２年8月）広島県

※　土木工事共通仕様書は「広島県の調達情報」に掲載している。

https://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/
・その他関連規格類

第2節 情報共有システム

1

2 　本工事で使用する情報共有システムは次とする。
広島県工事中情報共有システム

https://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/asp/index.html
3

4

5

第2章 施工条件

第1節 工程

1 施工時期・時間の制限

施工内容 工事全般

時期 全工事期間

時間 調整による

施工方法・理由 工事箇所が生活道路であるため，調整を十分に行い理解を得たうえで施工を行うこと。

第2節 用地

1 現場の復旧

原形復旧とする。

第3節 安全対策

1 交通誘導員・警戒船・保安要員

作業期間中，交通誘導員を2（人／日）見込んでいる。

第4節 工事用道路

1 一般道路

使用期間 工事施工期間

使用時間 ８時～１７時

工事中・後の処理 随時　清掃 , 工事後　舗装欠損部補修（工事前・後の写真により監督員と協議すること。設計変更の対象とする。）

特　　記　　仕　　様　　書

　本工事は，受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより，業務の効率化を図る情報共有システムの対象である。なお，運用にあたっては

「広島県工事中情報共有システム運用ガイドライン」（以下「ガイドライン」という。）に基づき実施すること。

　監督員及び受注者が使用する情報共有サービスのサービス提供者（以下「サービス提供者」という。）との契約は，受注者が行い，利用料を支払う

ものとする。

　なお，工事完成時については，提出する必要のある工事成果品を電子納品すること。また，試行期間中は工事検査を紙媒体で受検することから，受

注者は，工事成果品１部を紙媒体により提出すること。

　受注者は，監督員及びサービス提供者から技術上の問題点の把握，利用にあたっての評価を行うためアンケート等を求められた場合，協力しなけれ

ばならない。

https://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/
https://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/asp/index.html


第5節 建設副産物

1 産業廃棄物の場外保管

第6節 その他

1 工事用機資材の仮置き

場所 受注者が責任をもって確保すること。

2 新技術・新工法・特許工法の指定

1）表面被覆工における表面含浸材料は，オズモ（ＮＥＴＩＳ番号　HK-070015-V）を見込んでいる。

2）石積充填工における充填材料は，トースイCON（NETIS番号　CG-140010-A)を見込んでいる。

3 各補修工の事前調査

1）受注者は，洗浄後に本図をもとに詳細計測，試験を行い，補修数量の協議を発注者と行った後，補修を行うこと。

第3章 設計金額

第1節 排出ガス対策型建設機械の使用促進

第4章 工事保険等

第1節 法定外の労災保険の付保

1

2

3

第5章 その他

本特記仕様書及び設計図書に明示していない事項または，その内容に疑義が生じた場合は，監督員の指示を受けること。

　当該工事により発生する産業廃棄物を事業場の外（建設工事現場以外の場所）において300m2以上の面積で保管する場合には，保管場所を所管する都道府県
知事又は政令市長に事前の届出を行うこと。また，届出事項を変更する場合は事前に変更届を，保管をやめたときは30日以内に廃止届を提出すること。
　ただし，産業廃棄物処理業等の許可施設における保管は届出対象外とする。

　受注者は，建設工事請負契約約款第54条に基づき，法定外の労災保険の契約締結したときは，その証券又はこれに代わるものを速やかに監督職員
に提示しなければならない。

　本工事において，受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

　法定外の労災保険は，政府の労働災害補償保険とは別に上乗せ給付等を行うことを目的とするものであり，（公財）建設業福祉共済団，（一社）
建設業労災互助会，全日本火災共済協同組合連合会，（一社）全国労働保険事務組合連合会又は保険会社との間で，労働者災害補償保険法に基づい
て契約を締結しているものとする。

  土木工事共通仕様書（令和2年8月）『1-1-31 環境対策』で使用を義務付けている排出ガス対策型建設機械においては，排出ガス対策型（第２次基準値）以
上の建設機械の使用に努めること。

　なお，使用する排出ガス対策型建設機械について，基準値による設計変更は行わない。
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工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

橋梁補修工事(須波西町17号線1号橋梁外1橋）

現橋一般図(須波西町１７号線１号橋梁)

令和２年９月

図示

三原市

建設部 土木整備課 維持改良係
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注記）

1.本図面は、既存資料及び現地寸法調査にて作成した図面である。



損傷図（須波西町17号線1号橋梁)　　　

令和２年９月　　　

橋梁補修工事（須波西町17号線1号橋梁外1橋）　

2/8



橋梁補修工事（須波西町17号線1号橋梁外1橋）　

石積橋台補修図（須波西町17号線1号橋梁)　　　

令和２年９月　　

3/8



橋梁補修工事（須波西町17号線1号橋梁外1橋）　

床版取替え案要領図（参考図）

4/8

令和２年９月　　　
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工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

橋梁補修工事（須波西町17号線1号橋梁外1橋）

現橋一般図(須波西町５号線２号橋梁)

令和２年９月

図示

三原市

建設部 土木整備課 維持改良係

    5/8

注記）

1.本図面は、既存資料及び現地寸法調査にて作成した図面である。



工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

橋梁補修工事（須波西町17号線1号橋梁外1橋）

損傷図(須波西町５号線２号橋梁)

令和２年８月

図示

三原市

建設部 土木整備課 維持改良係

    6/8

注記）

1.本図面は、既存資料及び現地寸法調査にて作成した図面である。
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はつり工

断面修復工

左官作業

工  種 規　格・材　料細　別

断面修復工
ポリマーセメント系モルタル材

表面被覆工
中性化対策

下地処理 高圧洗浄

水切設置工
水切設置工

下地処理 サンダーケレン

後付け型水切り材

ひび割れ注入工 超微粒子セメント系注入材ひび割れ補修工

伸縮部

縦目地部
Coフレキシブル補修材

止水処理工

けい酸塩系表面含浸材(固化型)

B部詳細図

下地処理

注）1.ディスクサンダーまたはブラシ等によるケレンを行い、コンクリート表面

      の塵埃、油脂等の汚れを除去すること。必要に応じてブロアーも併用すること。

    2.接着剤を塗った水切り材をコンクリート表面に押し付けて取り付けること。

　　3.コンクリート表面に汚れが残ると接着不良を起こすので、下地処理は

      適切に行うこと。

後付け型水切り材

接着剤

25

1
5

可とう性エポキシ樹脂

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

橋梁補修工事（須波西町17号線1号橋梁外1橋）

補修図(須波西町５号線２号橋梁) (その1)

令和２年９月 

図示

三原市

建設部 土木整備課 維持改良係

    7/8
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損傷部の脆弱部の撤去 , 清掃

ローラー等により含浸材塗布

シート等による飛散防止養生

終　了

養　生

開　始

※必要塗布量を

　　満たすように塗布のこと。

ケレンおよび高圧洗浄による下地処理

B

A-A部詳細図

注）含浸材は、断面修復工の有無に関わらず、

　　主桁の下面および側面全体に対して塗布すること。

注　入

ひび割れ面シール・養生

注入用パイプセット

終　了

パイプ・シール材撤去

ひび割れ幅 0.2mm以上の場合

ひび割れ部の清掃

開　始

ひび割れ調査

ひび割れ幅

0.2mm未満の場合

パイプ間隔確認

2
5
0
m
m
程

度

ひび割れ補修工詳細図(参考図)

損傷調査

開　始

損傷面の脆弱なコンクリートのはつり

鉄筋の錆落とし・清掃

鉄筋表面に防錆材塗布

コンクリート面にプライマー塗布

断面修復材を充填

養　生

終　了

鉄筋が発錆している場合 鉄
筋
の
発
錆
が
な
い
場
合

鉄筋防錆材塗布

(亜硝酸リチウム)

プライマー塗布　

(亜硝酸リチウム)

1
D
以

上

ポリマーセメントモルタル充填

　
※

2
)
　

※
1
)

既設軸鉄筋(D13)

既設軸直鉄筋(D10)
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工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

橋梁補修工事（須波西町17号線1号橋梁外1橋）

補修図(須波西町５号線２号橋梁) (その2)

令和２年９月

図示

三原市

建設部 土木整備課 維持改良係

    8/8

撤去部の清掃

終　了

養　生

既存目地材撤去

開　始

シーリング材充填

止水処理工詳細図(参考図）

道路幅員

2次施工 1次施工

目地止水処理(横目地A1,A2)

20

舗装補修材充填

可とう性エポキシ樹脂充填

切削･カット部清掃

終　了

養　生

開　始
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プライマー塗布

Co舗装Vカット
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参　考　資　料
－橋梁補修工事（須波西町１７号線１号橋梁外1橋）－



















































































数　量　総　括　表
－橋梁補修工事（須波西町１７号線１号橋梁外1橋）－



第6章　数量計算書

(須波西町17号線1号橋梁)



上部工 舗装工 アスファルト舗装 m
2 9.98 10.00

床版架替工 プレキャスト床版 枚 5 5.00
T-14 (HSスラブ)
搬入～据付け

As舗装カッター工 m 13.96 14.00

m
2 9.98 10.00

m
3 0.60 0.60

ｔ 1.4 1.00

m
3 0.22 0.20

t 0.5 0.50

m
3 1.51 2.00

t 3.8 4.00

下部工 石積充填工 m
3 0.58 0.60

安全管理 交通誘導 交通誘導員B 人 4 4.00

透水コンクリート充填

1700×1144×200

　6.1　数量総括表

床版据付部整正処理
（現場調整）

As舗装撤去工

無筋コンクリート撤去工

とり壊し工

As舗装15cm以下

t=60mm

t=60mm

鉄筋コンクリート撤去工

9.98*0.06

計上数量 備考工種 種別 細別 規格 単位 合計



　1．アスファルト舗装撤去

1)As舗装カッター工

+ + 2 + = m

2)As舗装撤去工

+ + = m2

x x = ｔ

　2．無筋コンクリート撤去

　 1)台座部(下部工)撤去

x x = m3

x = ｔ

2)無筋床版撤去

x x = m3

x = ｔ

3)無筋コンクリート集計

= m3

= ｔ

　3．鉄筋コンクリート撤去

x x = m3

x = ｔ

W= 0.176 2.35 0.414

V= 0.222

W= 1.506 2.50 3.765

V= 1.291 0.080 1.700 0.176

V= 4.429 0.200 1.700 1.506

W= 0.522

1.4

(t= 60 mm)

2.35

)x 2.219

W= 9.979 0.060

　6.2　とり壊し工

L=( 4.429 1.291 13.959

L=( 4.429 1.291 9.979

0.150

)x 1.7000.150

V= 1.291 0.0460.300 0.120

W= 0.046 2.35 0.108



1)プレキャスト床版 (5枚 1700×1144×200)

= 式

2)端部処理

= 式

2)アスファルト舗装工 60 mm)

+ + = m2

1. 石積充填工 (透水コンクリート充填)

k= % (間隙率)

× × A1= m2

t= cm (間隙深さ)

× V1= m3

k= % (間隙率)

× × A2= m2

t= cm (間隙深さ)

× V2= m3

＋ V= m3

3)合計

V= 0.422 0.158 0.580 

0.528 

30.0

V2= 0.528 0.30 0.158 

2)A2橋台

20.0

A2= 8.800 0.300 0.20

1 

　6.5　下部工

9.979

1 

1)A1橋台

　6.3　床版架替工

N=

N=

20.0

　6.4　舗装工

(t=

1.408 

30.0

V1= 1.408 0.30 0.422 

A1= 8.800 0.800 0.20

L=( 4.429 1.291 0.150 )x 1.700



第6章　数量計算書
（須波西町５号線2号橋梁）



断面修復工 断面修復工 m
3 0.395 0.40

ひび割れ注入工
0.2～1.0mm未満

m 1.000 1.00

ひび割れ注入工
1.0～2.0mm未満

m 1.000 1.00

下地処理 m
2 33.860 34.00

表面被覆工 m
2 33.860 34.00

水切設置工 m 8.860 9.00

m 16.528 17.00

m 16.528 17.00

m 10.300 10.00

m 10.300 10.00

殻運搬 m3 0.279 0.30

殻処分 t 0.656 0.70 0.279*2.35=0.65565

安全管理 交通誘導 交通誘導員B 人 12.000 12.00

　6.1　数量総括表

細 別 単位 備 考工 種

水切設置工

合計 計上数量

ポリマーセメント系モルタル材
(亜硝酸リチウム混入)

高圧洗浄

超微粒子セメント系ひびわれ注入材＋
浸透拡散亜硝酸リチウム(40%)水溶液

Co舗装Vカット

種 別 規格

伸縮目地設置工

後付け型水切り材

超微粒子セメント系ひびわれ注入材＋
浸透拡散亜硝酸リチウム(40%)水溶液

Co殻 , DID有 , 8.0km以下

1層+2層:けい酸塩系表面含浸材
　　　　(固化型)<150g/m2)

上部工

打継ぎ目地止水処理
（横目地）

運搬処理工

止水処理工

伸縮目地止水処理工
（縦目地） 止水処理工（シーリング材充

填）

ひび割れ補修工

表面被覆工

既設目地撤去



　1．断面修復工

1)はつり殻(人力運搬)

+ = m
3

x = ｔ

2)断面修復工 （ポリマーセメントモルタル）

+ = m
3

× = 断面修復工0.1m3当りの必要量0.4543kg

　2．ひび割れ注入工

（超微粒子セメント系ひびわれ注入材）

1)0.2～1.0mm未満

= m

x x x x = ㎏

x x x x = ㎏

x x x x = ㎏

/ = 本

2)1.0～2.0mm未満

= m

x x x x = ㎏

x x x x = ㎏

x x x x = ㎏

/ = 本

　3．表面被覆工

1)下地処理（高圧洗浄）

= m
2

2)表面被覆工 （けい酸塩系表面含浸材(固化型)）

= m
2

　6.2　上部工

V=

33.8633.86A=

0.2790.185 0.094

V= 0.301 0.094 0.395

A= 33.861 33.86

ひび割れ幅 ひび割れ深さ 延長 密度（Kg/m3)

L= 1.00 1.00

ロス率

W= 0.001 0.150 1.00 975 1.5 (注入材) 0.22

シール幅 厚み 延長 密度（Kg/m3) ロス率

W= 0.150 0.001 1.00 2000 1.3 (シール材) 0.39

ひび割れ幅 ひび割れ深さ 延長 密度（Kg/m3) ロス率

(亜硝酸リチウム) 0.24W= 0.001 0.150 1.00 1250 1.3

延長 間隔

N= 1.00 0.250 (注入器） 4

L= 1.00 1.00

ひび割れ幅 ひび割れ深さ 延長 密度（Kg/m3) ロス率

W= 0.002 0.150 1.00 975 1.5 (注入材) 0.44

シール幅 厚み 延長 密度（Kg/m3) ロス率

ひび割れ幅 ひび割れ深さ 延長 密度（Kg/m3) ロス率

W= 0.150 0.001 1.00 2000

0.002 0.150 1.00 1250 1.3

(シール材) 0.391.3

0.49

延長 間隔

N= 1.00 0.250

0.656

(亜硝酸リチウム)

(亜硝酸リチウム水溶液）

コンクリート１m3あたりの亜硝酸リチウム水溶液の必要量は3.85kg/m3

W=

(注入器） 4

ロス率

4.543

W= 0.279 2.35

3.85

亜硝酸リチウム

1.18



　4．水切設置工

1)水切設置工 （後付け型水切り材 ）

= mL= 8.856 8.86



幅 × 長さ ＝ 面積 幅 × 長さ ＝ 面積 幅 × 長さ ＝ 面積 幅 × 長さ ＝ 面積 幅 × 長さ ＝ 面積 幅 × 長さ ＝ 面積

① 0.20 × 0.10 ＝ 0.020 (1) 0.30 × 0.30 ＝ 0.090       

② 0.20 × 0.10 ＝ 0.020 (2) 0.30 × 3.30 ＝ 0.990       

③ 0.20 × 0.10 ＝ 0.020 (3) 0.40 × 0.40 ＝ 0.160          

④ 0.20 × 0.10 ＝ 0.020 (4) 0.10 × 2.00 ＝ 0.200             

⑤ 0.30 × 4.40 ＝ 1.320             

⑥ 0.60 × 0.50 ＝ 0.300             

⑦ 0.60 × 4.40 ＝ 2.640                

⑧ 0.40 × 0.20 ＝ 0.080                

⑨ 0.20 × 0.20 ＝ 0.040                

⑩ 0.13 × 1.30 ＝ 0.169                

               

               

               

               

               

               

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  
                  

合計(m2) 面積

注記）剥離部はつり厚は、 ｍとする。うき部はつり厚は、 ｍとする。 断面修復厚は、 ｍとする。

0.094

0.185 0.094

断
面
修
復
工

1.4404.629

6-2(1) 断面修復工計算書

工種

剥離鉄筋露出部
(上部工)

浮き部
(上部工)

0.065 0.065

合計(m3) はつり工

合計(m3) 断面修復工 0.301

0.040



<1> 1.00 [1] 1.00

合　計

6-2(2) ひび割れ補修工計算書

工種

0.2～1.0mm未満
(上部工)

1.0mm以上
（上部工）

長さ

ひ
び
割
れ
補
修
工

1.00 1.00

長さ 長さ 長さ長さ長さ長さ



　1．桁端伸縮目地止水処理(横目地)

1）既設目地撤去

x 2 = ｍ

2）シーリング材止水処理工（シーリング材充填）

= ｍ

　2．打継ぎ目地止水処理(縦目地)

x 2 = ｍ

= ｍ

　6.3　止水処理工

5.150

L=

10.300

8.264 16.528

同上

16.528

1）Vカット処理(カッター工)

同上

10.30

L=

2）伸縮目地設置工



参　考　図
－橋梁補修工事（須波西町１７号線１号橋梁外1橋）－



位置図

市道須波西町５号線２号橋梁

市道須波西町１７号線１号橋梁


